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一
　
は
じ
め
に

　
本
稿
の
問
題
意
識
は
、
初
期
福
沢
諭
吉
思
想
の
具
体
的
な
検
討
作
業
の
一
環
と
し
て
、
彼
が
一
八
七
四
（
明
治
七
）
年
『
学
問
の
す
ゝ

め
』
五
編
で
唱
え
た
中
産
層
育
成
構
想
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
福
沢
が
「
ミ
ッ
ヅ
ル
カ
ラ
ッ
ス
」
と
い
う
用
語
を
使
っ
て
唱
え
た
中
産
層
育
成
構
想
は
、
明
治
維
新
を
通
し
て
改
ま
っ
た
中
央
集
権
国

家
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、
中
央
政
府
と
人
民
と
の
関
係
の
再
編
成
を
唱
え
た
新
た
な
社
会
構
造
構
想
で
あ
っ
た
。
維
新
以
前
、
江
戸
時
代

に
お
い
て
も
藩
ご
と
に
存
在
す
る
「
社
会
的
中
間
権
力
」
を
取
り
上
げ
た
研
究
は
存
在
し
て
い（
1
）る。
江
戸
時
代
の
「
中
間
権
力
」
の
場
合
、

そ
の
様
態
は
地
域
ご
と
に
異
な
り
、
身
分
制
度
を
中
心
と
す
る
幕
藩
体
制
の
下
で
、
そ
の
波
及
範
囲
や
役
割
は
藩
を
超
え
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
そ
れ
に
比
べ
て
、
福
沢
の
中
産
層
育
成
構
想
は
そ
の
役
割
が
及
ぶ
対
象
が
中
央
集
権
国
家
体
制
下
の
中
央
政
府
と
国
全
体
の
人

民
で
あ
る
点
か
ら
、
江
戸
時
代
の
そ
れ
と
は
違
う
、
新
時
代
に
向
け
た
新
た
な
構
想
で
あ
っ
た
こ
と
が
そ
の
特
徴
と
言
え
る
。

　
ま
た
本
稿
で
は
、
福
沢
の
中
産
層
育
成
構
想
が
一
八
六
八
（
明
治
元
）
年
刊
行
し
た
『
西
洋
事
情
』
外
編
の
議
論
と
『
学
問
の
す
ゝ

め
』
五
編
の
議
論
と
の
類
似
性
に
着
目
し
、
二
つ
の
著
作
の
比
較
検
討
を
行
い
、
中
産
層
育
成
構
想
と
の
関
係
を
分
析
す
る
。
外
編
に
お

い
て
「
望
ま
し
い
人
間
像
」
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
「
ワ
ッ
ト
」
や
「
ス
テ
フ
ェ
ン
ソ
ン
」
と
い
っ
た
人
物
は
、『
学
問
の
す
ゝ
め
』

五
編
に
そ
の
ま
ま
継
承
さ
れ
、
そ
の
よ
う
な
人
物
集
団
の
育
成
構
想
へ
と
拡
大
し
て
い
く
。
本
稿
で
は
こ
の
点
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討

し
、
そ
れ
と
と
も
に
、
一
八
七
四
年
当
時
福
沢
が
読
ん
だ
西
洋
書
物
に
現
れ
る
「
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
」
は
ど
う
い
う
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た

の
か
に
つ
い
て
も
、
検
討
を
試
み
る
。

　
福
沢
の
中
産
層
育
成
構
想
の
由
来
や
意
義
、
及
び
限
界
等
を
具
体
的
に
考
察
し
た
研
究
は
今
ま
で
ほ
と
ん
ど
な
か
っ（
2
）た。
こ
の
構
想
は

江
戸
時
代
の
「
中
間
権
力
」
と
は
ま
た
違
う
、
近
代
国
家
に
お
け
る
「
中
産
層
」
概
念
の
始
祖
と
も
い
え
る
こ
と
か
ら
、
重
要
な
意
味
を
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持
つ
。
福
沢
は
「
自
由
」
概
念
や
「
著
作
権
」
運
動
を
初
め
て
主
唱
す
る
等
、
明
治
日
本
に
お
け
る
先
駆
的
な
洋
学
者
と
し
て
広
く
知
ら

れ
て
い
る
が
、
中
産
層
育
成
構
想
を
そ
の
作
業
の
一
環
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
重
視
し
た
福
沢
の
思

想
構
造
を
中
産
層
育
成
構
想
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
し
、
彼
の
華
族
・
士
族
論
等
に
新
た
な
観
点
を
提
示
す
る
と
い
う
点
で
も
、
中
産
層

育
成
構
想
は
研
究
の
必
要
が
あ
る
テ
ー
マ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
本
稿
で
は
、
彼
が
構
想
し
た
中
産
層
育
成
構
想
を
概
括
し
た
上
で
、
中
産
層
構
想
に
至
る
ま
で
の
着
目
過
程
、
及
び
そ
の
特
徴
や
意
義
、

限
界
の
考
察
を
試
み
る
。
な
お
、
こ
こ
で
い
う
「
初
期
」
と
は
、
広
く
は
丸
山
眞
男
の
区
分
の
よ
う
に
、
一
八
八
一
‐
一
八
八
二
（
明
治

一
四
・
一
五
）
年
を
境
と
し
て
そ
の
前
の
時
期
を
指（
3
）す。

明
治
維
新
と
い
う
新
時
代
に
お
い
て
、
旧
社
会
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
西
洋
の
新

思
想
を
通
し
て
克
服
、
改
善
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
た
時
期
を
指
し
、
彼
の
変
革
の
思
想
性
が
、
主
に
時
事
新
報
の
論
客
と
し
て
活
動
し

て
い
た
後
期
に
比
べ
て
よ
り
明
確
に
現
れ
て
い
る
時
期
で
あ
る
。

二
　
福
沢
の
中
産
層
育
成
構
想

　
一
八
七
四
（
明
治
七
）
年
、
福
沢
は
『
学
問
の
す
ゝ
め
』
五
編
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　「
国
の
文
明
は
上
政
府
よ
り
起
る
可
ら
ず
、
下
小
民
よ
り
生
ず
可
ら
ず
、
必
ず
其
中
間
よ
り
興
て
衆
庶
の
向
ふ
所
を
示
し
、
政
府
と
並
立
て
始
て
成

功
を
期
す
可
き
な
り
。
西
洋
諸
国
の
史
類
を
案
ず
る
に
、
商
売
工
業
の
道
一
と
し
て
政
府
の
創
造
せ
し
も
の
な
し
、
其
本
は
皆
中
等
の
地
位
に
あ
る
学

者
の
心
匠
に
成
り
し
も
の
ゝ
み
。
蒸
気
機
関
は
「
ワ
ッ
ト
」
の
発
明
な
り
、
鉄
道
は
「
ス
テ
フ
ェ
ン
ソ
ン
」
の
工
夫
な
り
、
始
て
経
済
の
定
則
を
論
じ

商
売
の
法
を
一
変
し
た
る
は
「
ア
ダ
ム
ス
ミ
ス
」
の
功
な
り
。
こ
の
諸
大
家
は
所
謂
「
ミ
ッ
ヅ
ル
カ
ラ
ッ
ス
」
な
る
者
に
て
、
国
の
執
政
に
非
ず
、
亦

力
役
の
小
民
に
非
ず
、
正
に
国
人
の
中
等
に
位
し
、
智
力
を
以
て
一
世
を
指
揮
し
た
る
者
な
り
。
其
工
夫
発
明
、
先
づ
一
人
の
心
に
成
れ
ば
、
こ
れ
を
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公
に
し
て
実
地
に
施
す
に
は
私
立
の
社
友
を
結
び
、
益
其
事
を
盛
大
に
し
て
人
民
無
量
の
幸
福
を
万
世
に
遺
す
な
り
。
此
間
に
当
り
政
府
の
義
務
は
、

唯
其
事
を
妨
げ
ず
し
て
適
宜
に
行
は
れ
し
め
、
人
心
の
向
ふ
所
を
察
し
て
こ
れ
を
保
護
す
る
の（
4
）み。」

　
国
の
文
明
を
進
め
る
存
在
は
上
の
政
府
で
も
下
の
小
民
で
も
な
い
「
ミ
ッ
ヅ
ル
カ
ラ
ッ
ス
」（m

iddle class

）
と
い
う
中
産
層
で
、
日

本
の
文
明
発
展
の
た
め
に
は
そ
の
養
成
が
必
要
で
あ
り
、
政
府
の
役
目
は
そ
の
活
動
を
妨
げ
ず
に
保
護
す
る
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
当
時
の
日
本
に
は
、
西
洋
の
「
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
」
に
相
当
す
る
人
材
は
存
在
し
て
お
ら（
5
）ず、
政
府
（
官
）
と
人
民
（
民
）
に
二
分

化
さ
れ
た
社
会
構
造
の
理
解
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
福
沢
は
日
本
に
お
い
て
初
め
て
、
中
産
層
と
い
う
新
し
い
社
会
階
層
概
念
の
導
入
を

唱
え
、
政
府
と
人
民
を
軸
と
し
て
い
た
社
会
区
分
の
再
編
成
を
唱
え
た
。

　
ま
た
翌
年
刊
行
さ
れ
た
『
文
明
論
之
概
略
』
第
九
章
に
お
い
て
も
、
福
沢
は
権
力
の
偏
重
を
日
本
が
抱
え
て
い
る
問
題
だ
と
述
べ
、
西

洋
諸
国
が
「
世
間
の
商
工
次
第
に
繫
昌
し
て
中
等
の
人
民
に
権
力
を
有
す
る
者
あ
る
に
至
れ
ば
、
亦
こ
れ
を
喜
び
或
は
之
を
恐
れ
ざ
る
可

ら
ず
。
故
に
欧
羅
巴
の
各
国
に
て
は
其
国
勢
の
変
ず
る
に
従
て
政
府
も
亦
其
趣
を
変
ぜ
ざ
る
可
ら
ず
と
雖
ど
も
、
独
り
我
日
本
は
然
ら

ず
…（
6
）…」

と
、
西
洋
に
お
い
て
は
中
産
層
の
存
在
が
権
力
の
偏
重
を
妨
げ
る
役
割
を
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
明
治
初
期
、
福
沢
は
日
本
社

会
変
革
の
た
め
に
必
要
と
な
る
新
し
い
社
会
階
層
の
育
成
に
関
心
を
持
ち
、「
ミ
ッ
ヅ
ル
カ
ラ
ッ
ス
」
と
い
う
用
語
を
用
い
て
、
そ
の
役

割
を
担
う
人
材
の
集
団
で
あ
る
中
産
層
の
育
成
を
唱
え
た
の
で
あ
る
。

三
　
中
産
層
へ
の
着
目
過
程

　
上
述
の
よ
う
に
、
福
沢
の
中
産
層
構
想
は
当
時
ま
で
日
本
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
概
念
で
、
西
洋
思
想
の
日
本
へ
の
導
入
の
具
体
的
な

事
例
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
こ
の
章
で
は
中
産
層
概
念
へ
の
着
目
過
程
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
、
主
に
『
学
問
の
す
ゝ
め
』
五
編
以
前
福
沢
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が
接
し
た
西
洋
書
物
に
現
れ
る
中
産
層
概
念
と
、
福
沢
自
身
の
翻
訳
著
述
家
と
し
て
の
活
動
時
代
を
取
り
上
げ
、
中
産
層
構
想
と
の
関
係

を
考
察
す
る
。

　
そ
の
前
に
、
一
八
七
四
年
『
学
問
の
す
ゝ
め
』
五
編
を
執
筆
し
た
時
期
に
福
沢
が
読
ん
だ
西
洋
著
作
か
ら
、
中
産
層
概
念
及
び
単
語
を

直
接
引
用
し
た
可
能
性
に
つ
い
て
少
し
触
れ
て
お
く
。
福
沢
が
使
っ
た
「
ミ
ッ
ヅ
ル
カ
ラ
ッ
ス
」
と
い
う
用
語
に
関
わ
る
既
存
の
先
行
研

究
を
見
る
と
、
例
え
ば
猪
木
武
徳
は
、『
学
問
の
す
ゝ
め
』
五
編
を
執
筆
す
る
際
に
福
沢
が
ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
『
ア
メ
リ
カ
の
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
』
を
読
み
、
そ
こ
に
出
て
く
る
「m

iddle class

」
を
カ
タ
カ
ナ
表
記
に
変
え
て
使
用
し
、
ま
た
中
産
性
概
念
に
も
着
目
し
た
と
述

べ
て
い（
7
）る。

し
か
し
一
方
で
、
福
沢
が
読
ん
だ
西
洋
書
物
に
関
す
る
松
沢
弘
陽
の
研
究
に
よ
る
と
、
彼
が
『
ア
メ
リ
カ
の
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
』
を
読
ん
だ
の
は
一
八
七
七
（
明
治
一
〇
年
）
頃（
8
）で、『
学
問
の
す
ゝ
め
』
五
編
を
発
表
し
た
一
八
七
四
（
明
治
七
）
年
と
は
時
期
が

合
わ
な
い
。
そ
の
た
め
、
中
産
層
概
念
を
巡
っ
て
一
八
七
四
年
当
時
に
福
沢
が
読
ん
だ
西
洋
書
物
と
の
関
係
は
、
も
う
少
し
詳
し
い
分
析

が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

㈠
　『
西
洋
事
情
』
に
現
れ
る
「
中
人
」「
中
等
」

　『
学
問
の
す
ゝ
め
』
以
前
、
福
沢
の
中
産
層
概
念
の
認
識
は
主
に
明
治
維
新
を
前
後
し
て
刊
行
さ
れ
た
『
西
洋
事
情
』
に
現
れ
て
い
る
。

　
明
治
維
新
以
前
の
、
幕
臣
で
あ
っ
た
頃
か
ら
福
沢
が
中
産
層
構
想
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
一
八
三
五
（
天
保

五
）
年
、
中
津
藩
下
級
藩
士
の
息
子
と
し
て
生
ま
れ
た
福
沢
は
、
一
九
歳
の
頃
か
ら
長
崎
と
大
阪
に
留
学
し
て
蘭
学
を
学
ん
だ
。
大
坂
の

適
塾
で
学
ん
で
い
た
福
沢
は
一
八
五
八
（
安
政
五
）
年
、
中
津
藩
か
ら
の
命
を
受
け
江
戸
の
中
津
藩
中
屋
敷
内
に
慶
應
義
塾
の
原
型
と
な

る
洋
学
塾
を
開
き
、
さ
ら
に
英
語
を
学
ぶ
等
、
続
け
て
洋
学
に
邁
進
し
た
。
そ
し
て
一
八
六
〇
（
万
延
元
）
年
に
初
め
て
渡
米
し
た
後
、

幕
府
の
外
国
奉
行
支
配
翻
訳
御
用
御
雇
に
任
命
さ
れ
、
一
八
六
四
（
元
治
元
）
年
に
は
外
国
奉
行
支
配
調
役
次
席
翻
訳
御
用
と
な
り
、
正

式
な
幕
臣
と
な
っ
た
。
こ
の
頃
の
福
沢
は
藩
士
、
幕
臣
と
し
て
中
津
藩
と
徳
川
幕
府
に
仕
え
て
お
り
、
洋
学
を
中
心
と
し
た
人
材
育
成
を
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唱
え
る
も
の
の
、
中
産
層
の
よ
う
な
社
会
階
層
の
変
革
を
唱
え
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
例
え
ば
藩
士
時
代
で
あ
る
一
八
六
二
（
文

久
二
）
年
四
月
、
ロ
ン
ド
ン
視
察
中
に
中
津
藩
士
島
津
祐
太
郎
宛
の
書
簡
に
お
い
て
は
「
何
卒
御
家
ニ
て
も
、
肥
前
候
に
先
鞭
を
着
け
ら

れ
ざ
る
様
、
大
変
革
之
御
処
置
有
之
度
、
私
義
も
微
力
之
所
及
は
勉
強
仕
、
亡
父
兄
之
名
を
不
損
様
仕
度
丹
心
ニ
御
座（
9
）候」
と
、
中
津
藩

が
他
藩
に
負
け
な
い
よ
う
に
努
力
す
べ
き
だ
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
幕
臣
時
代
の
一
八
六
六
（
慶
応
二
）
年
八
月
、
幕
府
の
長
州
再
征
に

際
し
幕
府
の
当
路
者
に
提
出
し
た
建
白
）
10
（

書
で
は
、「
世
間
に
て
尊
王
攘
夷
抔
虚
誕
の
妄
説
」
が
流
れ
、
そ
の
中
で
「
第
一
着
に
事
を
始
め

反
賊
の
名
を
取
候
者
は
長
州
」
で
、「
此
度
長
賊
御
征
罰
の
義
は
天
下
の
為
め
不
幸
の
大
幸
、
求
て
も
難
得
好
機
会
に
御
座
候
」
と
、
幕

府
に
対
抗
す
る
長
州
藩
を
敵
と
規
定
し
た
上
で
征
伐
を
建
白
し
て
お
り
、
同
年
一
一
月
の
書
簡
に
お
い
て
は
「
大
君
の
モ
ナ
ル
）
11
（

キ
」
が
必

要
で
あ
る
と
主
張
し
、
幕
府
を
中
心
と
す
る
君
主
政
の
必
要
性
を
主
張
し
た
。
す
な
わ
ち
、
福
沢
は
「
政
府
」
側
の
一
人
と
し
て
勤
め
て

い
た
。

　
こ
の
時
期
の
福
沢
は
翻
訳
活
動
を
中
心
に
、
洋
学
を
日
本
に
伝
播
す
る
翻
訳
著
述
家
と
し
て
、
多
く
の
西
洋
書
物
を
翻
訳
・
編
纂
し
た
。

そ
の
中
で
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
の
が
一
八
六
七
（
慶
応
三
）
年
に
出
版
し
た
『
西
洋
事
情
』
初
編
、
及
び
一
八
六
九
（
明
治
二
）

年
出
版
し
た
同
外
編
で
あ
る
。
こ
こ
で
福
沢
は
、「
中
人
」「
中
等
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
、
西
洋
の
中
産
階
級
に
つ
い
て
認
識
し
て
い

た
。
例
え
ば
『
西
洋
事
情
』
外
編
に
お
い
て
、
福
沢
は
都
市
の
水
道
に
関
し
て
論
じ
な
が
ら
、「
窮
民
と
雖
ど
も
饒
か
に
之
を
用
ひ
、
価

も
亦
甚
だ
廉
な
り
。
家
産
中
等
の
市
民
へ
は
稍
や
其
価
を
高
く
す
れ
ど
も
、
一
日
に
半
「
ペ
ン
ス
」
の
割
合
を
以
て
幾
許
の
水
を
用
ゆ
る

と
も
妨
な
）
12
（

し
」
と
、
ジ
ョ
ン
・
ヒ
ル
・
バ
ー
ト
ン
の
『
政
治
経
済
）
13
（

学
』
を
翻
訳
し
て
載
せ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
窮
民
」（
原
文
はpoor 

w
orking-peo

）
14
（ple

）
と
対
比
す
る
経
済
階
層
と
し
て
「
家
産
中
等
の
市
民
」（
原
文
はm

iddle class

）
15
（es

）
を
理
解
し
て
い
る
。

　
ま
た
『
西
洋
事
情
』
二
編
に
お
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
を
論
じ
な
が
ら
「
カ
ペ
ト
の
天
稟
、
中
人
以
上
の
人
物
に
非
ら
）
16
（
ず
」「
国

内
中
人
以
上
の
種
）
17
（

族
」「
中
人
以
下
の
）
18
（

輩
」
と
い
っ
た
用
語
を
使
用
し
て
い
る
。
こ
れ
は
福
沢
が
愛
用
し
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
リ
プ

リ
ー
の
百
科
事
）
19
（
典
が
種
本
で
、
各
々
‘prestige of neither past glory nor geni
）
20
（us
’, 
‘The privileged orde

）
21
（rs

’, 

‘The third esta

）
22
（te

’が



初期福沢諭吉の中産層育成構想

41

原
文
に
当
た
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
「
中
人
」
は
、
名
望
の
あ
る
貴
族
階
級
の
意
味
と
し
て
使
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
フ
ラ
ン
ス
の
史
記

で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
第
一
身
分
の
聖
職
者
と
第
三
身
分
の
市
民
や
農
民
の
間
に
位
置
す
る
社
会
階
層
を
「
中
人
」
と
理
解
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
、『
学
問
の
す
ゝ
め
』
五
編
で
中
産
層
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
「
ワ
ッ
ト
」（Jam

es W
att

）
と
「
ス
テ
フ
ェ
ン
ソ
ン
」

（G
eorge Stephenson

）
は
、
既
に
『
西
洋
事
情
』
外
編
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
外
編
の
「
世
人
相
励
み
相
競
ふ
事
」
章
に
お
い
て
、
福
沢

は
「
文
明
の
教
漸
く
行
は
れ
、
人
々
徳
行
を
修
め
智
識
研
く
に
至
て
、
世
の
形
勢
全
く
其
趣
を
異
に
し
、
人
自
か
ら
利
達
を
求
れ
ば
、
共

に
他
人
の
利
達
を
致
し
、
人
自
か
ら
富
福
を
求
れ
ば
、
自
己
の
力
を
用
て
他
人
の
物
を
貪
る
こ
と
な
）
23
（

し
」
と
、
個
人
の
利
潤
追
求
が
自
身

の
経
済
的
独
立
だ
け
で
な
く
、
他
人
の
利
潤
に
も
つ
な
が
る
と
述
べ
た
上
で
、
加
え
て
「
ワ
ッ
ト
の
伝
」
と
「
ス
テ
フ
ェ
ン
ソ
ン
の
伝
」

を
付
録
と
し
て
載
せ
、
こ
れ
ら
の
人
物
は
「
其
発
明
に
由
て
自
か
ら
高
名
利
達
を
得
、
又
兼
て
天
下
の
た
め
に
大
利
を
起
せ
り
」
と
述
べ

て
い
る
。
外
編
に
は
こ
の
二
人
以
外
に
も
紡
績
機
関
を
発
明
し
た
「
ハ
ル
グ
リ
ー
ウ
ス
」（Jam

es H
argreaves

）
と
「
ア
ル
ク
ラ
イ
ト
」

（Richard Arkw
right

）
の
例
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。「
ワ
ッ
ト
」
や
「
ス
テ
フ
ェ
ン
ソ
ン
」
と
い
っ
た
、
蒸
気
機
関
と
鉄
道
の
発
展
に
大

き
く
寄
与
し
た
人
物
の
話
を
通
し
て
、
福
沢
は
政
府
政
策
で
は
な
く
個
人
の
努
力
に
よ
る
発
明
に
よ
っ
て
発
明
者
は
利
潤
を
受
け
、
そ
れ

と
共
に
社
会
も
進
歩
す
る
と
い
う
趣
旨
を
明
確
に
表
し
た
。
上
述
の
よ
う
に
、『
西
洋
事
情
』
外
編
は
バ
ー
ト
ン
の
『
政
治
経
済
学
』
前

半
部
の
翻
訳
書
で
あ
る
が
、
ワ
ッ
ト
と
ス
テ
フ
ェ
ン
ソ
ン
に
つ
い
て
の
記
述
は
原
書
に
は
載
っ
て
い
な
い
内
容
で
、
福
沢
が
後
か
ら
リ
プ

リ
ー
の
百
科
事
典
か
ら
該
当
内
容
を
抜
粋
、
翻
訳
し
て
載
せ
た
部
分
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
部
分
に
当
た
っ
て
福
沢
は
追
加
資
料
等
を

補
足
し
な
が
ら
、
詳
し
く
記
述
し
た
の
で
あ
る
。

　『
西
洋
事
情
』
外
編
と
後
の
『
学
問
の
す
ゝ
め
』
五
編
を
比
較
す
る
と
、
個
人
か
ら
集
団
化
へ
と
、
論
議
の
拡
大
が
み
ら
れ
る
。『
西
洋

事
情
』
外
編
に
お
け
る
「
ワ
ッ
ト
」
と
「
ス
テ
フ
ェ
ン
ソ
ン
」
は
、「
個
人
」
と
し
て
登
場
す
る
。
こ
れ
ら
の
人
物
が
登
場
す
る
「
世
人

相
励
み
相
競
ふ
事
」
章
は
、
社
会
に
お
け
る
人
間
の
性
質
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
章
で
、
望
ま
し
い
人
間
像
の
一
環
と
し
て
語
ら
れ
て
い
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る
章
で
あ
る
。
外
編
で
福
沢
は
「
ス
テ
フ
ェ
ン
ソ
ン
の
伝
」
末
尾
に
「
真
に
英
国
人
の
気
風
あ
り
て
世
間
の
人
望
を
え
た
り
し
と
云
）
24
（
ふ
」

と
、
リ
プ
リ
ー
の
百
科
事
典
か
ら
の
翻
訳
で
は
な
く
、
独
自
に
記
述
を
加
え
て
「
ス
テ
フ
ェ
ン
ソ
ン
」
を
評
価
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、

望
ま
し
い
「
人
物
像
」
の
一
例
と
し
て
の
評
価
で
あ
っ
た
。
一
方
で
『
学
問
の
す
ゝ
め
』
五
編
に
お
け
る
福
沢
の
問
題
意
識
は
「
国
の
独

立
と
文
明
開
化
」
で
あ
り
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
に
は
ど
う
す
る
べ
き
か
（
気
風
の
一
掃
）、
ま
た
「
誰
」
が
そ
の
作
業
を
リ
ー
ド
し
て

い
く
べ
き
か
（「
ミ
ッ
ヅ
ル
カ
ラ
ッ
ス
」）
の
問
い
か
ら
、
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
福
沢
は
、『
西
洋
事
情
』
外
編
で
述
べ
た
人

物
像
を
再
び
取
り
上
げ
、
こ
の
よ
う
な
気
風
を
持
つ
人
物
の
「
集
団
」
を
育
成
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
唱
え
た
の
で
あ
る
。

　
で
は
福
沢
が
使
っ
た
「
ミ
ッ
ヅ
ル
カ
ラ
ッ
ス
（m

iddle class

）」
と
い
う
用
語
自
体
は
、
ど
こ
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た
も
の
で
、
西
洋
書

物
に
はm

iddle class

が
ど
う
い
う
風
に
書
い
て
あ
っ
た
の
か
。
前
述
の
ト
ク
ヴ
ィ
ル
を
除
け
ば
、
管
見
の
限
り
、
直
接
的
な
影
響
を
与

え
た
西
洋
書
物
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
が
、『
学
問
の
す
ゝ
め
』
五
編
を
著
し
た
一
八
七
四
年
頃
に
福
沢
が
読
ん
だ
と
さ
れ
て
い
る
書
物

の
中
で
、
一
つ
触
れ
て
お
き
た
い
の
は
バ
ッ
ク
ル
（H

enry Thom
as Buckle

）
の
『
英
国
文
明
）
25
（
史
』
で
あ
る
。
第
四
章
「
精
神
法
則
は
道

徳
法
則
と
知
的
法
則
に
対
す
る
道
徳
的
、
或
は
知
的
比
較
で
あ
る
…
…
そ
し
て
各
々
が
社
会
の
発
展
に
及
ぶ
影
響
の
調
）
26
（
査
」
に
は
、
中
産

層
（
原
文
はm

iddle, or intellectual class

）
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
一
八
‐
一
九
世
紀
現
在
中
産
層
は
「
公
と
私
を
問
わ
ず
教
育
、

教
育
立
法
、
君
主
の
け
ん
制
と
い
っ
た
あ
ら
ゆ
る
領
域
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
そ
し
て
何
よ
り
、
憲
法
上
の
王
子
や
主
権
者
よ
り
も

世
論
の
優
位
が
厳
格
に
守
ら
れ
る
と
い
う
土
台
を
確
実
に
定
着
さ
せ
）
27
（

た
」
と
、
一
九
世
紀
に
お
け
る
中
産
層
（
知
識
人
層
）
の
台
頭
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
第
四
章
は
文
明
化
に
お
い
て
道
徳
感
情
及
び
知
的
能
力
と
文
明
化
の
相
関
関
係
を
検
討
す
る
章
で
、
こ
こ
で
中
産
層

（
知
識
人
層
）
は
、
知
的
能
力
の
代
弁
者
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
火
薬
等
の
発
明
に
よ
っ
て
軍
人
や
聖
職
者
層
と
中
産
層
の
役

割
が
明
確
に
区
分
さ
れ
て
い
き
、
知
的
能
力
を
持
つ
中
産
層
が
台
頭
す
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
趣
旨
の
中
か
ら
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
う
い
っ
た
バ
ッ
ク
ル
の
「
中
産
層
像
」
が
『
学
問
の
す
ゝ
め
』
五
編
に
ど
れ
だ
け
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
ま
た
さ
ら
な

る
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
福
沢
が
一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
刊
行
し
た
『
文
明
論
之
概
略
』
執
筆
の
際
に
『
英
国
文
明
史
』
を
参
考
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に
し
た
こ
と
、
そ
し
て
同
じ
年
に
同
書
が
第
四
章
ま
で
翻
訳
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
認
で
き
る
）
28
（
が
、『
学
問
の
す
ゝ
め
』
五
編
執
筆
の
一

八
七
四
年
に
福
沢
が
バ
ッ
ク
ル
の
本
を
読
ん
で
い
た
か
は
定
か
で
は
な
い
。
管
見
の
限
り
、『
学
問
の
す
ゝ
め
』
五
編
と
『
西
洋
事
情
』

外
編
間
の
記
述
の
類
似
性
か
ら
み
て
、
中
産
層
構
想
の
ア
イ
デ
ィ
ア
は
、
外
編
か
ら
の
影
響
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
初
期
の
西
洋
書
物
や
百
科
事
典
を
通
し
て
、
福
沢
は
西
洋
の
中
間
層
概
念
に
つ
い
て
あ
る
程
度
把
握
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
前
述
の
よ
う
に
福
沢
は
当
時
幕
臣
、
つ
ま
り
政
府
の
役
人
と
し
て
働
い
て
い
た
た
め
、
実
際
に
中
間
層
構
想
を
提

言
し
て
は
い
な
か
っ
た
が
、
の
ち
の
中
産
層
構
想
に
関
す
る
ヒ
ン
ト
を
こ
の
時
期
に
得
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
中
産
層
概
念
へ
の
着
眼

は
、『
学
問
の
す
ゝ
め
』
五
編
を
書
い
た
時
期
に
突
然
生
ま
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
彼
が
続
け
て
き
た
洋
学
研
究
を
通
し
て
蓄
積
し
て
き

た
経
験
の
産
物
な
の
で
あ
っ
た
。

㈡
　
自
身
の
経
験

　
明
治
維
新
後
福
沢
の
足
跡
を
見
る
と
、『
西
洋
事
情
』
外
編
に
現
れ
る
中
産
層
概
念
に
類
似
す
る
経
済
活
動
を
行
っ
た
時
期
が
あ
っ
た

こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
活
動
に
つ
い
て
触
れ
、
そ
れ
を
後
の
中
産
層
構
想
発
表
の
一
つ
の
き
っ
か
け
で
あ
る
可
能
性
と

し
て
提
示
す
る
。

　
福
沢
が
仕
え
た
徳
川
幕
府
と
中
津
藩
は
、
第
二
次
長
州
征
伐
の
失
敗
を
皮
切
り
に
、
大
政
奉
還
、
江
戸
開
城
、
版
籍
奉
還
等
を
経
て
消

滅
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
福
沢
も
一
八
六
八
（
慶
應
四
）
年
三
月
四
日
、
新
政
府
か
ら
の
幕
府
御
使
番
の
任
命
を
病
気
と
称
し
て
断
り
、

同
年
六
月
八
日
に
は
幕
府
へ
退
身
願
を
提
出
し
、
八
月
一
〇
日
の
上
洛
命
令
も
病
気
を
理
由
に
辞
退
し
た
。
福
沢
が
ど
う
い
っ
た
心
境
で

幕
府
と
決
別
し
た
の
か
に
関
し
て
は
様
々
な
研
究
が
行
わ
れ
て
い
）
29
（
る
が
、
と
も
あ
れ
、
幕
臣
の
身
分
か
ら
離
れ
、
新
た
な
道
（
特
に
経
済

的
）
を
模
索
し
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
っ
た
の
は
確
か
で
あ
っ
た
。

　
新
し
い
生
き
方
を
模
索
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
は
福
沢
に
限
ら
ず
、
武
士
階
級
全
体
に
共
通
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
幕
府
が
な
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く
な
り
大
名
も
な
く
な
っ
た
時
代
に
、
武
士
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
生
き
て
い
け
ば
い
い
の
か
、
自
分
た
ち
の
力
で
生
き
方
を

根
本
か
ら
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
）
30
（

る
。
福
沢
も
、
一
八
六
九
（
明
治
二
）
年
旧
中

津
藩
士
簗
紀
平
宛
の
書
簡
に
お
い
て
、
こ
れ
か
ら
武
士
は
「
無
産
の
流
）
31
（
民
」
に
な
る
と
述
べ
、
武
士
と
い
う
階
級
だ
け
で
生
き
て
い
け
る

時
代
は
終
わ
り
で
あ
る
こ
と
を
熟
知
し
て
い
た
。

　
こ
の
時
期
に
福
沢
が
選
ん
だ
道
は
二
つ
で
、
翻
訳
と
い
う
専
門
技
術
を
用
い
た
著
述
家
と
、
教
育
者
と
し
て
の
慶
應
義
塾
の
経
営
で

あ
っ
た
。
既
に
『
西
洋
事
情
』
等
の
成
功
に
よ
り
、
翻
訳
著
述
家
と
し
て
の
地
位
を
固
め
て
い
た
福
沢
と
し
て
は
、
幕
臣
と
い
う
地
位
を

捨
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
翻
訳
著
述
家
の
業
務
に
邁
進
す
る
こ
と
に
決
め
た
の
で
あ
る
。
一
八
六
七
（
慶
応
三
）
年
一
二
月
中
津
藩
士
福
沢

英
之
助
宛
の
書
簡
に
お
い
て
福
沢
は
「
小
生
輩
世
事
を
論
す
へ
き
身
ニ
あ
ら
ず
。
謹
て
分
を
守
り
、
読
書
一
方
ニ
勉
強
い
た
し
居
）
32
（
候
」
と
、

以
前
ま
で
藩
士
や
幕
臣
と
し
て
行
っ
た
政
策
提
言
を
行
う
立
場
か
ら
一
歩
引
き
、
自
身
の
勉
強
に
邁
進
す
る
意
志
を
表
し
て
い
る
。
そ
れ

と
と
も
に
中
津
藩
の
屋
敷
内
に
位
置
し
、
中
津
藩
と
の
関
係
と
か
け
離
れ
ら
れ
な
い
存
在
で
あ
っ
た
慶
應
義
塾
も
、
一
八
六
八
（
慶
応

四
）
年
四
月
芝
新
銭
座
に
移
し
て
名
実
と
も
に
私
塾
）
33
（
化
す
る
こ
と
で
、
本
格
的
な
「
私
人
」
と
し
て
の
生
活
を
始
め
た
。
こ
の
時
山
口
良

蔵
宛
の
書
簡
で
福
沢
は
「
今
人
之
知
識
を
育
せ
ん
と
す
る
に
は
、
学
校
を
設
け
て
人
を
教
る
ニ
若
く
も
の
な
し
。
依
而
小
生
義
ハ
当
春
よ

り
新
銭
座
ニ
屋
敷
を
調
、
小
学
校
を
開
き
、
日
夜
生
徒
と
共
ニ
勉
強
致
居
）
34
（
候
」
と
、
慶
應
義
塾
設
立
の
趣
旨
を
述
べ
て
い
る
。

　
翻
訳
作
業
は
、
福
沢
の
経
済
的
独
立
と
直
結
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
幕
臣
で
な
く
な
っ
た
福
沢
が
経
済
的
に
独
立
で
き
る
道
は
、
著
作

の
出
版
が
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
道
で
あ
っ
た
。
一
八
六
七
年
か
ら
一
八
七
〇
（
明
治
三
）
年
ま
で
の
間
に
福
沢
が
出
版
し
た
著
作
は
『
西
洋

旅
案
内
』、『
条
約
十
一
国
記
』、『
西
洋
衣
食
住
』、『
訓
蒙
窮
理
図
解
』、『
兵
士
懐
中
便
覧
』、『
洋
兵
明
鑑
』、『
掌
中
万
国
一
覧
』、『
英
国

議
事
院
談
』、『
世
界
国
尽
』
等
で
、
最
も
多
く
の
翻
訳
書
及
び
自
身
の
西
欧
経
験
を
基
盤
に
し
た
著
作
活
動
を
行
っ
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。

そ
の
う
ち
『
西
洋
旅
案
内
』、『
条
約
十
一
国
記
』、『
訓
蒙
窮
理
図
解
』、『
世
界
国
尽
』
等
は
驚
異
的
と
い
う
べ
き
売
行
き
を
見
せ
）
35
（

た
。

　
一
八
六
八
年
六
月
七
日
紀
州
藩
士
山
口
良
蔵
宛
の
書
）
36
（

簡
に
は
、
翻
訳
著
述
家
と
い
う
「
一
小
民
」
と
し
て
生
き
て
い
く
こ
と
を
誓
っ
た
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福
沢
の
行
動
規
範
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
福
沢
は
「
小
生
義
も
此
節
ハ
全
く
閉
戸
、
一
歩
も
外
出
不
致
、
読
書
翻
訳
ニ
従
事
い
た

し
居
候
」
と
、
読
書
と
翻
訳
に
従
事
し
て
い
る
近
況
を
伝
え
た
後
、「
旅
案
内
、
十
一
国
記
、
差
上
候
処
、
此
亦
相
達
し
、
十
一
国
記
ハ

既
ニ
売
れ
、
旅
案
内
ハ
偽
物
沢
山
ニ
而
い
ま
た
其
尽
有
之
よ
し
、
致
し
方
無
之
、
宜
敷
御
取
計
奉
願
候
。
…
…
翻
訳
家
も
春
来
上
方
之
偽

版
流
行
ニ
者
誠
ニ
困
却
之
至
、
既
ニ
此
節
も
訳
書
ハ
色
々
出
来
居
候
得
共
、
開
版
売
出
し
出
来
不
申
、
何
と
か
偽
物
之
防
御
相
立
不
申
而

者
折
角
之
訳
書
も
に
ぎ
り
つ
ぶ
し
な
り
…
…
況
ヤ
翻
訳
之
書
ハ
偽
版
之
為
メ
に
妨
ら
れ
、
当
春
よ
り
一
冊
も
新
奇
之
訳
書
ハ
出
不
申
、
何

を
以
て
天
下
之
知
識
を
開
か
ん
や
、
実
ニ
兵
禍
と
申
ス
ハ
可
恐
も
の
ニ
御
座
候
」
と
、
自
身
の
著
作
の
偽
版
が
横
行
し
て
い
る
こ
と
を
嘆

き
、
そ
れ
が
世
の
知
識
発
展
の
妨
げ
に
も
つ
な
が
る
と
述
べ
て
い
る
。
続
け
て
「
此
後
ハ
双
刀
を
投
棄
し
読
書
渡
世
の
一
小
民
と
相
成
候

積
、
左
様
御
承
知
可
被
下
候
」
と
、
幕
臣
以
降
の
時
代
に
お
い
て
「
一
小
民
」
と
し
て
生
き
る
こ
と
を
決
意
し
た
上
で
、「
右
之
次
第
ニ

付
、
以
来
ハ
翻
訳
も
の
も
現
金
ニ
而
仕
候
。
…
…
直
段
大
凡
左
之
通
り
ニ
御
座
候
。
一
　
兵
書
。
窮
理
書
。
地
理
書
。
舎
密
書
。
新
聞
紙

之
類
　
十
行
二
十
字
之
訳
書
壱
枚
ニ
付
　
代
金
壱
両
　
一
　
政
治
書
。
経
済
書
。
万
国
公
法
。
兵
制
論
等
　
都
て
議
論
文
、
同
断
ニ
付
　

代
金
壱
両
三
分
。
右
之
通
り
何
時
ニ
而
も
、
日
を
限
り
無
想
違
翻
訳
仕
候
」
と
、
職
人
と
し
て
の
具
体
的
な
翻
訳
代
の
明
細
を
示
し
、
翻

訳
の
仕
事
に
従
事
す
る
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
金
銭
や
り
取
り
の
書
簡
は
、
明
治
維
新
を
前
後
す
る
時
期
に
特
に
多
く
見

ら
れ
る
。

　
こ
う
い
っ
た
福
沢
の
著
作
活
動
は
、
個
人
の
利
潤
を
追
求
す
る
と
同
時
に
そ
の
結
果
物
が
社
会
全
体
に
も
役
立
つ
と
い
う
点
か
ら
、

『
西
洋
事
情
』
で
言
及
し
た
ワ
ッ
ト
や
ス
テ
フ
ェ
ン
ソ
ン
の
功
績
と
非
常
に
類
似
し
て
い
る
。
ま
た
後
述
す
る
が
、『
学
問
の
す
ゝ
め
』
で

述
べ
て
い
る
福
沢
の
中
産
層
構
想
に
は
「
学
者
」
と
「
慶
應
義
塾
」
が
含
ま
れ
て
い
る
点
か
ら
、
こ
の
時
期
行
わ
れ
た
個
人
の
経
済
活
動

も
、
中
産
層
構
想
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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四
　
福
沢
の
中
産
層
構
想
の
特
徴

　
こ
の
章
で
は
、『
学
問
の
す
ゝ
め
』
五
編
に
お
け
る
福
沢
の
中
産
層
構
想
に
戻
り
、
そ
の
特
徴
や
意
義
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る
。

㈠
　
中
産
層
と
「
学
者
」

　
福
沢
は
、「
今
我
国
に
於
て
彼
の
「
ミ
ッ
ヅ
ル
カ
ラ
ッ
ス
」
の
地
位
に
居
り
、
文
明
を
首
唱
し
て
国
の
独
立
を
維
持
す
可
き
者
は
唯
一

種
の
学
者
の
）
37
（
み
」
と
述
べ
、
中
産
層
に
「
学
者
」
概
念
を
含
め
て
い
る
。
続
け
て
「
此
学
者
な
る
も
の
時
勢
に
付
き
眼
を
着
す
る
こ
と
高

か
ら
ざ
る
か
、
或
は
国
を
患
る
こ
と
身
を
患
る
が
如
く
切
な
ら
ざ
る
か
、
或
は
世
の
気
風
に
酔
い
只
管
政
府
に
依
頼
し
て
事
を
成
す
可
き

も
の
と
思
ふ
か
、
概
皆
其
地
位
に
安
ん
ぜ
ず
し
て
去
て
官
途
に
赴
き
、
些
末
の
事
務
に
奔
走
し
て
徒
に
身
心
を
労
し
、
其
挙
動
笑
ふ
可
き

も
の
多
し
と
雖
ど
も
、
自
か
ら
こ
れ
を
甘
ん
じ
人
も
亦
こ
れ
を
怪
ま
ず
、
甚
し
き
は
野
に
遺
賢
な
し
と
云
て
こ
れ
を
悦
ぶ
者
あ
り
」
と
、

既
存
の
学
者
層
を
批
判
し
た
上
で
、「
独
り
我
慶
應
義
塾
の
社
中
は
僅
に
こ
の
災
難
を
免
れ
て
、
数
年
独
立
の
名
を
失
は
ず
、
独
立
の
塾

に
居
て
独
立
の
気
を
養
ひ
、
其
期
す
る
所
は
全
国
の
独
立
を
維
持
す
る
の
一
事
に
在
）
38
（
り
」
と
、
慶
應
義
塾
の
学
風
を
持
っ
た
学
者
の
み
が

そ
の
中
産
層
に
相
応
し
い
精
神
を
保
っ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
経
済
的
意
味
の
強
い
中
産
層
概
念
に
、
学
術
的
意
味
の
強
い
「
学
者
」、
具
体
的
に
は
「
慶
應
義
塾
」
を
統
合
し
、
教
育
に
よ
る
中
産

層
育
成
を
唱
え
る
福
沢
の
構
想
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
産
層
認
識
と
は
違
う
、
福
沢
が
唱
え
る
中
産
層
概
念
の
特
徴
と
言
え
る
。
抑
々

『
学
問
の
す
ゝ
め
』
五
編
は
、「
学
者
職
分
論
」
を
唱
え
た
四
編
と
連
動
す
る
性
格
を
持
っ
て
お
り
、「
四
、
五
の
二
編
は
学
者
を
相
手
に

し
て
論
を
立
て
し
も
）
39
（

の
」
で
あ
る
。
四
編
に
お
い
て
政
府
内
で
は
な
く
民
間
領
域
に
お
け
る
「
学
者
」
の
役
割
や
使
命
を
論
じ
た
上
で
、

そ
の
学
者
層
が
創
っ
て
い
く
べ
き
階
層
が
中
産
層
で
あ
る
こ
と
を
福
沢
は
主
張
し
て
い
る
。
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福
沢
が
『
学
問
の
す
ゝ
め
』
で
一
貫
し
て
主
張
し
て
い
る
の
は
、
政
府
と
人
民
の
関
係
の
再
定
立
で
あ
る
。
福
沢
は
日
本
社
会
を
政
府

（
官
）
と
人
民
（
民
）
に
二
分
化
し
、
政
府
と
人
民
の
関
係
性
が
続
く
と
日
本
の
独
立
は
保
て
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
政
府
は
圧
政
を
繰

り
返
し
て
人
民
を
統
治
の
対
象
と
し
か
と
ら
え
ず
命
令
を
下
す
の
み
で
、
人
民
は
長
く
続
い
て
き
た
政
府
の
圧
政
に
よ
っ
て
無
気
力
か
つ

愚
か
な
存
在
と
な
り
、
独
立
精
神
を
失
っ
て
い
る
。
た
と
え
人
民
の
中
で
有
能
な
人
材
が
現
れ
て
も
、
そ
の
人
材
は
そ
の
能
力
を
持
っ
て

政
府
側
に
入
る
こ
と
の
み
を
目
指
し
、
一
旦
政
府
に
入
る
と
同
じ
く
圧
政
を
繰
り
返
す
よ
う
に
な
る
。
こ
う
い
っ
た
関
係
性
を
批
判
し
た

福
沢
は
、
そ
の
気
風
を
一
掃
す
る
作
業
が
必
要
だ
と
述
べ
、
そ
れ
が
で
き
る
者
は
「
一
種
の
洋
学
者
」
の
み
で
、
そ
の
問
題
意
識
に
基
づ

い
て
新
た
な
社
会
の
気
風
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
階
層
が
「
ミ
ッ
ヅ
ル
カ
ラ
ッ
ス
」、
つ
ま
り
中
産
層
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
当
時
の
日

本
社
会
に
お
け
る
伝
統
的
な
「
公
」
と
「
私
」
の
概
念
を
崩
し
、
単
な
る
統
治
の
対
象
で
は
な
く
固
有
の
分
を
持
っ
た
存
在
の
育
成
の
具

体
化
が
、
福
沢
の
中
産
層
概
念
の
特
徴
で
あ
）
40
（

る
。

　
こ
う
い
っ
た
福
沢
の
社
会
構
造
認
識
は
、
日
本
が
明
治
維
新
と
い
う
新
時
代
に
入
っ
た
か
ら
こ
そ
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。
明
治
維
新

以
前
の
江
戸
幕
府
の
社
会
構
造
の
基
本
は
、
秀
吉
か
ら
受
け
継
い
だ
国
家
君
主
と
し
て
の
権
力
で
、
将
軍
以
下
の
武
士
階
級
が
小
家
族

（
小
農
民
）
を
基
礎
と
す
る
社
会
を
掌
握
・
支
配
す
る
た
め
に
、
幕
府
（
将
軍
）
と
藩
（
大
名
）
と
を
基
軸
と
し
た
機
構
・
組
織
で
あ
）
41
（
る
。

そ
し
て
各
藩
内
に
お
け
る
「
中
間
」
的
な
存
在
、
つ
ま
り
「
中
間
権
力
」
は
江
戸
時
代
に
も
存
在
し
て
い
た
。
そ
れ
は
大
庄
屋
の
よ
う
な

藩
内
の
統
治
構
造
に
よ
っ
て
、
或
は
商
業
の
発
達
に
つ
れ
て
台
頭
し
た
豪
富
商
に
よ
っ
て
発
生
し
た
階
層
で
あ
っ
）
42
（
た
。
し
か
し
、
江
戸
時

代
は
基
本
的
に
身
分
制
度
が
存
在
し
、
藩
と
い
う
地
域
を
基
盤
と
し
た
組
織
が
維
持
さ
れ
て
い
た
時
代
で
あ
っ
た
。
中
間
団
体
の
機
能
や

中
間
層
の
存
在
形
態
な
ど
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
所
領
ご
と
・
地
帯
ご
と
に
異
な
）
43
（

る
。
ま
た
中
間
層
の
機
能
や
役
割
も
、
地
域
内
で
権
力

を
持
ち
、
秩
序
を
維
持
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
将
軍
と
大
名
を
中
心
と
す
る
身
分
社
会
で
あ
っ
た
江
戸
時
代
に
お
い
て
、
中
間
権
力
の
波

及
範
囲
が
地
域
を
超
え
る
と
「
反
逆
」
と
い
う
形
に
な
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
あ
る
意
味
そ
れ
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

　
一
方
で
福
沢
の
中
産
層
構
想
は
、
中
産
層
の
役
割
が
全
国
に
広
ま
り
、
国
全
体
の
気
風
を
一
掃
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
中
産
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層
の
役
割
は
政
府
と
人
民
両
方
を
一
新
し
、
国
の
独
立
の
た
め
の
文
明
開
化
精
神
を
普
及
す
る
こ
と
で
、
上
に
は
中
央
政
府
が
直
接
的
対

象
と
な
り
、
下
に
は
各
藩
の
人
民
で
は
な
く
日
本
中
全
て
の
人
民
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
版
籍
奉
還
や
廃
藩
置
県
を
通
し
て

新
た
に
整
備
さ
れ
た
近
代
的
中
央
集
権
国
家
体
制
に
お
け
る
、
新
た
な
階
層
創
出
構
想
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　
西
洋
の
中
産
層
に
比
べ
る
と
、
西
洋
の
中
産
層
が
国
家
の
統
制
を
拒
否
し
、
自
由
な
経
済
活
動
を
通
し
て
富
を
蓄
積
し
た
商
工
業
者
を

そ
の
始
め
と
し
、
後
に
経
済
的
中
産
階
層
を
指
す
と
い
う
「
結
果
」
を
意
味
す
る
な
ら
ば
、
福
沢
が
想
定
す
る
中
産
層
は
富
と
学
問
の
両

方
を
基
盤
に
し
、
政
府
と
一
般
庶
民
の
間
に
位
置
す
る
、
今
ま
で
日
本
に
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
階
層
概
念
で
、
こ
れ
か
ら
成
し
遂
げ

て
い
く
べ
き
「
目
標
」
で
あ
っ
た
。
西
洋
に
お
い
て
の
中
産
層
が
時
に
は
「
無
気
力
な
存
在
」
と
し
て
批
判
の
対
象
に
な
る
こ
と
に
対
し

て
、
福
沢
は
中
産
層
の
存
在
を
非
常
に
評
価
し
、
育
成
す
る
べ
き
対
象
と
し
て
み
て
い
る
の
も
特
徴
的
で
あ
）
44
（
る
。

　
石
井
寿
美
世
は
、
福
沢
に
と
っ
て
の
「
ミ
ッ
ヅ
ル
カ
ラ
ッ
ス
」
が
、
有
産
階
級
と
し
て
自
ら
の
富
・
意
志
・
知
識
を
以
て
商
工
業
に
従

事
し
て
同
業
者
と
協
同
し
、
一
国
及
び
地
域
の
経
済
を
担
い
、
民
間
か
ら
社
会
を
牽
引
す
る
職
分
を
負
っ
た
存
在
で
あ
り
、
こ
こ
に
、

「
西
洋
諸
国
の
富
強
」
に
追
い
つ
く
経
済
力
を
培
う
基
盤
と
な
る
経
済
主
体
の
モ
デ
）
45
（

ル
が
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
経
済
的

な
意
味
に
加
え
て
、
彼
の
初
期
著
作
に
言
及
さ
れ
て
い
る
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
原
型
と
言
え
る
よ
う
な
概
念
や
人
物
を
分
析
す
る
と
、
社
会

的
な
名
望
の
あ
る
存
在
も
「
ミ
ッ
ヅ
ル
」
と
い
う
中
間
層
と
し
て
福
沢
の
念
頭
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

㈡
　「
富
」
と
「
学
問
」
と
「
慶
應
義
塾
」

　
福
沢
は
中
産
層
に
相
応
し
い
存
在
を
、「
一
種
の
学
者
」
と
、「
慶
應
義
塾
の
社
中
」
の
み
で
あ
る
と
述
べ
、「
ワ
ッ
ト
」
や
「
ス
テ

フ
ェ
ン
ソ
ン
」、「
ア
ダ
ム
ス
ミ
ス
」
と
い
っ
た
、
個
人
が
行
う
経
済
活
動
が
そ
の
人
の
利
潤
を
満
た
す
と
共
に
、
そ
れ
に
よ
る
産
物
が
国

の
発
展
に
も
つ
な
が
る
人
物
を
そ
の
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
こ
こ
で
は
、
中
産
層
概
念
に
お
け
る
「
富
」
と

「
学
者
」、
そ
し
て
教
育
機
関
と
し
て
の
「
慶
應
義
塾
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る
。
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富
と
学
問
を
同
時
に
追
求
し
、
さ
ら
に
そ
の
気
風
を
養
う
場
を
慶
應
義
塾
と
い
っ
た
教
育
機
関
に
限
定
し
た
こ
と
は
、
富
創
出
の
専
門

性
と
、
教
育
機
関
と
し
て
の
学
術
振
興
と
の
間
の
乖
離
を
生
ん
だ
。
明
治
初
期
の
慶
應
義
塾
は
総
合
教
育
機
関
で
あ
っ
て
、
そ
の
教
育
内

容
は
英
語
を
中
心
に
地
理
、
窮
理
、
歴
史
等
、
洋
学
に
関
す
る
学
問
全
般
で
あ
）
46
（
り
、
特
定
の
専
門
技
術
を
学
ぶ
よ
う
な
所
で
は
な
か
っ
た
。

慶
應
義
塾
の
よ
う
な
教
育
機
関
の
役
割
及
び
社
会
的
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
福
沢
も
著
作
を
通
し
て
言
及
し
て
い
た
。
例
え
ば
『
西
洋

事
情
』
初
編
の
「
学
校
」
章
に
お
い
て
、
福
沢
は
「
学
校
は
政
府
よ
り
建
て
教
師
に
給
料
を
与
へ
て
人
を
教
へ
し
む
る
も
の
あ
り
、
或
は

平
人
に
て
社
中
を
結
び
学
校
を
経
て
教
授
す
る
も
の
あ
）
47
（
り
」
と
、
学
校
の
種
類
に
は
官
立
学
校
と
私
立
学
校
が
あ
る
こ
と
を
明
確
に
認
識

し
て
お
り
、
ま
た
『
学
者
安
心
論
』
に
お
い
て
は
、「
政
府
に
て
、
学
校
を
立
て
ゝ
生
徒
を
教
へ
、
大
蔵
省
を
設
け
て
租
税
を
集
る
は
、

政
府
の
政
な
り
。
平
民
が
、
学
塾
を
開
て
生
徒
を
教
へ
、
地
面
を
所
有
し
て
地
代
小
作
米
を
取
立
る
は
、
之
を
何
と
称
す
可
き
や
。
政
府

に
て
は
学
校
と
云
ひ
、
平
民
に
て
は
塾
と
云
）
48
（

ひ
」
と
、
政
府
の
学
校
と
同
等
な
る
民
間
学
校
と
し
て
の
塾
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い
た
。

前
述
し
た
リ
プ
リ
ー
の
百
科
事
典
に
よ
る
と
、
当
時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
既
に
現
在
に
近
い
大
学
制
度
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
現
在
の
学
士
、

修
士
、
博
士
と
い
っ
た
用
語
の
学
制
シ
ス
テ
ム
も
整
備
さ
れ
て
い
）
49
（

た
。
ま
た
福
沢
も
、『
西
洋
事
情
』
初
編
の
「
学
校
」
に
お
い
て
「
初

て
入
る
学
校
を
小
学
校
と
云
ふ
。
先
づ
文
字
を
学
び
、
漸
く
し
て
自
国
の
歴
史
、
地
理
、
算
術
、
天
文
、
窮
理
学
の
初
歩
、
詩
、
画
、
音

楽
等
を
学
ぶ
。
斯
の
如
く
す
る
こ
と
七
八
年
、
諸
学
漸
く
熟
し
、
又
大
学
校
に
入
る
。
此
学
校
に
て
も
学
科
以
前
と
異
な
ら
ず
と
雖
ど
も
、

稍
高
上
の
教
を
受
く
。
且
此
所
に
て
は
尽
く
諸
科
を
学
ば
ず
し
て
、
各
々
其
志
す
所
の
一
二
科
を
研
究
）
50
（
す
」
と
述
べ
、
一
般
学
校
と
大
学

の
違
い
を
熟
知
し
て
い
た
。

　
一
方
で
、
大
学
の
よ
う
な
研
究
機
関
に
近
い
形
で
慶
應
義
塾
を
運
営
す
る
こ
と
に
福
沢
は
否
定
的
で
あ
り
、
福
沢
に
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な

学
者
（scholar

）
意
識
、
つ
ま
り
既
存
の
学
問
の
先
端
化
を
目
指
し
て
、
学
問
自
体
の
改
良
あ
る
い
は
発
展
を
追
求
す
る
意
思
は
見
ら
れ

な
い
。
一
八
七
三
（
明
治
六
）
年
中
上
川
彦
次
郎
宛
の
書
簡
で
「
今
の
学
者
読
書
に
耽
る
勿
れ
、
書
に
耽
る
も
酒
色
ニ
耽
る
も
其
罪
ハ
同

し
。
唯
有
眼
の
人
物
ニ
し
て
、
始
て
読
書
中
ニ
商
売
を
為
し
、
商
売
中
ニ
書
を
読
ミ
、
学
而
富
ミ
富
而
学
び
、
学
者
と
金
持
ち
と
両
様
の
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地
位
を
占
メ
、
以
て
天
下
之
人
心
を
一
変
す
る
を
得
へ
き
な
）
51
（
り
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
福
沢
に
と
っ
て
学
問
は
そ
れ
自
体
の
さ
ら
な

る
工
夫
だ
け
が
目
的
で
は
な
く
、
学
問
を
通
し
て
習
得
し
た
知
識
、
精
神
を
富
と
連
携
さ
せ
る
こ
と
も
重
要
で
あ
っ
た
。
学
問
と
富
は
、

相
互
補
完
的
な
関
係
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
福
沢
に
と
っ
て
学
問
そ
の
も
の
を
追
求
す
る
こ
と
は
、
生
産
性
を
担
保
し
な
い
「
む
づ
か
し

き
字
を
知
り
、
解
し
難
き
古
文
を
読
み
、
和
歌
を
楽
み
、
詩
を
作
る
な
ど
、
世
上
に
実
の
な
き
文
）
52
（
学
」
と
類
似
す
る
、
彼
自
身
が
批
判
し

た
儒
学
の
弊
害
を
連
想
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
中
産
層
育
成
の
場
で
あ
る
慶
應
義
塾
が
専
門
学
校
の
よ
う
な
技
術
養
成
所
で
は
な
く
、
ま
た
大
学
の
よ
う
な
専
門
教
育
機
関
で
も
な

か
っ
た
こ
と
は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
慶
應
義
塾
が
自
ら
富
を
創
出
す
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
富
と
知
識

両
方
の
養
成
を
唱
え
る
福
沢
の
構
想
も
そ
の
実
現
は
な
か
な
か
為
し
が
た
い
も
の
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、「
ワ
ッ
ト
」
や
「
ス
テ
フ
ェ
ン

ソ
ン
」
の
よ
う
に
、
自
ら
技
術
を
磨
い
て
、
そ
の
分
野
に
お
い
て
進
歩
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
で
財
産
を
増
や
す
こ
と
も
、「
ア
ダ
ム
ス
ミ

ス
」
の
よ
う
に
研
究
を
進
め
て
職
業
と
し
て
の
学
者
（scholar

）
に
な
っ
て
財
産
を
増
や
す
こ
と
も
難
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。
慶
應
義
塾

で
「
学
問
」
を
学
ん
だ
門
下
生
た
ち
が
「
富
」
の
創
出
と
い
っ
た
商
工
業
活
動
を
行
う
難
し
さ
に
つ
い
て
は
福
沢
も
懸
念
し
て
い
た
。
同

五
編
に
お
い
て
福
沢
は
「
読
書
は
学
問
の
術
な
り
、
学
問
は
事
を
な
す
の
術
な
り
」
と
述
べ
た
上
で
、「
実
地
に
接
し
て
事
に
慣
る
ゝ
に

非
ざ
れ
ば
決
し
て
勇
力
を
生
ず
可
ら
ず
。
我
社
中
既
に
其
術
を
得
た
る
者
は
、
貧
苦
を
忍
び
艱
難
を
冒
し
て
、
其
所
得
の
知
見
を
文
明
の

事
実
に
施
さ
ゞ
る
可
ら
ず
」
と
勇
気
を
も
っ
て
実
践
に
挑
む
こ
と
を
呼
び
か
け
、
商
売
、
法
律
義
、
工
業
、
農
業
、
著
書
、
訳
述
、
新
聞

の
出
版
に
挑
む
よ
う
に
唱
え
て
い
）
53
（

る
。「
学
者
」
の
「
商
売
工
業
」
へ
の
従
事
を
、「
勇
気
」
と
い
う
一
種
の
非
合
理
的
な
信
念
で
補
お
う

と
す
る
判
断
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
）
54
（

る
。

㈢
　
中
産
層
育
成
活
動

　
中
産
層
構
想
の
実
現
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
問
題
を
抱
え
た
上
で
、
福
沢
は
既
に
財
産
を
持
っ
て
い
る
華
族
層
の
協
力
を
得
て
、
各
地
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に
慶
應
義
塾
の
学
風
を
継
ぐ
学
校
設
立
に
取
り
組
ん
だ
。
一
八
七
〇
年
に
は
三
田
藩
の
洋
学
校
開
設
計
画
に
は
多
大
の
関
心
を
よ
）
55
（
せ
、
そ

の
計
画
を
巡
っ
て
岩
倉
具
視
と
相
談
を
交
わ
）
56
（

し
、
一
八
七
一
年
に
は
翌
年
建
て
ら
れ
た
足
柄
県
の
「
日
新
館
」（
小
学
校
）
と
「
共
同
学

校
」（
中
学
校
）
の
設
立
を
提
案
し
）
57
（
た
。
ま
た
、
旧
中
津
藩
主
奥
平
昌
邁
の
申
請
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
中
津
市
学
校
に
関
し
て
も
、
福
沢

や
慶
應
義
塾
は
こ
れ
に
積
極
的
に
協
力
し
、
慶
應
義
塾
の
学
則
に
従
っ
て
規
則
が
設
け
ら
れ
た
ほ
か
、
福
沢
は
組
織
づ
く
り
に
も
関
与
し

た
）
58
（

。
そ
の
他
に
も
大
阪
に
慶
應
義
塾
分
校
設
立
の
た
め
の
取
り
組
）
59
（

み
、
私
立
篠
山
中
年
学
舎
や
岡
山
洋
学
校
の
運
営
に
関
し
て
助
言
な
い

し
慶
應
義
塾
卒
業
生
の
教
師
派
遣
が
行
わ
れ
る
等
、
福
沢
は
全
国
の
各
地
に
か
け
て
「
ミ
ッ
ヅ
ル
カ
ラ
ッ
ス
」
構
想
に
相
応
し
い
教
育
機

関
の
設
立
に
取
り
組
ん
だ
。
慶
應
義
塾
の
学
風
を
持
っ
た
私
学
校
を
地
方
に
伝
播
し
な
が
ら
、
福
沢
は
商
工
業
に
も
多
く
の
関
心
を
寄
せ

た
。
一
八
七
四
年
一
一
月
に
は
森
有
礼
の
依
頼
を
受
け
て
「
商
学
校
を
建
る
の
注
）
60
（
意
」
を
書
き
、
そ
の
翌
年
創
設
さ
れ
た
商
法
講
習
所
に

対
し
て
商
業
学
校
を
設
立
す
る
趣
旨
、
及
び
具
体
的
な
科
目
並
び
要
項
を
提
案
し
た
。
ま
た
、
慶
應
義
塾
出
身
の
企
業
家
で
あ
る
早
矢
仕

有
的
や
中
上
川
彦
次
郎
等
、
多
く
の
企
業
家
と
も
深
く
交
流
す
る
な
ど
、
彼
の
経
済
学
へ
の
関
心
は
至
大
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
学
校
設
立
の
多
く
は
、
旧
藩
主
や
士
族
の
寄
付
金
と
い
っ
た
、
既
に
財
産
を
持
っ
て
い
る
華
族
・
士
族
た
ち
の
動
き
に

よ
っ
て
達
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。「
学
問
」
が
直
接
的
な
富
を
創
出
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
福
沢
は
既
に
財
産
を

持
っ
て
い
る
華
族
層
を
啓
蒙
さ
せ
、
そ
の
財
産
を
社
会
の
文
明
化
に
回
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
福
沢
と
し
て
は
、
華
族
が
自
ら
学
問
に

取
り
組
み
、
模
範
を
見
せ
て
い
く
と
い
う
こ
と
と
と
も
に
、
華
族
が
そ
の
資
産
を
有
効
活
用
し
て
教
育
に
投
資
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
）
61
（

た
。
上
述
の
学
校
設
立
は
そ
の
一
定
の
成
果
で
あ
っ
た
も
の
の
、
全
体
的
に
そ
の
取
り
組
み
は
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
。
廃
藩
置
県
後
、

明
治
政
府
の
奨
励
政
策
も
あ
っ
て
、
慶
應
義
塾
に
は
若
い
二
十
歳
前
後
の
華
族
が
大
量
に
入
学
し
た
。
し
か
し
、
慶
應
義
塾
に
学
ん
だ
華

族
門
下
生
の
成
績
は
極
め
て
悪
く
、
不
適
切
な
資
産
管
理
や
華
美
な
生
活
に
よ
っ
て
財
産
を
雲
散
霧
消
さ
せ
て
し
ま
い
、
華
族
の
財
産
を

中
産
層
の
気
風
養
成
に
回
そ
う
と
し
た
福
沢
の
構
想
は
壁
に
ぶ
つ
か
り
、
華
族
に
対
す
る
福
沢
の
不
信
感
は
根
深
い
も
の
と
な
り
、
後
に

も
そ
の
不
信
感
を
開
陳
し
続
け
て
い
っ
）
62
（
た
。
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こ
の
よ
う
な
、
今
ま
で
独
立
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
福
沢
の
華
族
・
士
族
論
は
、
社
会
に
お
け
る
中
産
層
育
成
の
目
的
意
識
の
下

で
行
わ
れ
た
こ
と
で
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
ミ
ッ
ヅ
ル
カ
ラ
ッ
ス
」
だ
け
で
は
な
く
、「
学
者
職
分
論
」『
学
者
安
心
論
』
に
お
い

て
の
「
学
者
」
や
、『
分
権
論
』
に
お
い
て
の
「
士
族
」
等
、
福
沢
の
思
想
に
は
常
に
人
民
と
政
府
の
間
に
立
っ
て
双
方
を
調
律
し
、
文

明
開
化
の
気
風
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
階
層
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
中
産
層
育
成
構
想
は
、
そ
の
根
底
に
あ
る
福
沢
の
考
え
方
を
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
る
、
代
表
的
な
概
念
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

五
　
お
わ
り
に

　
福
沢
の
「
ミ
ッ
ヅ
ル
カ
ラ
ッ
ス
」
論
は
、
日
本
に
お
け
る
初
め
て
の
近
代
的
中
産
層
育
成
の
動
き
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
藩
士
・
幕
臣

の
頃
か
ら
長
い
間
洋
学
者
と
し
て
積
ん
で
き
た
見
聞
と
知
識
の
産
物
で
、
彼
の
初
期
思
想
に
お
い
て
欠
か
せ
な
い
近
代
的
な
性
質
の
概
念

で
あ
っ
た
。
西
洋
の
中
産
層
と
比
し
て
、
福
沢
に
と
っ
て
の
中
産
層
は
日
本
の
文
明
の
進
歩
と
い
う
課
題
も
含
め
、
成
し
遂
げ
る
べ
き

「
目
標
」
で
あ
っ
た
。
彼
は
中
産
層
育
成
構
想
を
通
し
て
、
今
ま
で
政
府
と
人
民
で
二
分
化
さ
れ
て
い
た
社
会
階
層
の
再
編
成
を
唱
え
、

政
府
側
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
権
力
の
偏
重
を
崩
す
と
同
時
に
、
民
間
社
会
の
自
立
と
活
性
化
を
図
っ
た
。

　
教
育
機
関
で
あ
る
慶
應
義
塾
の
み
が
中
産
層
の
気
風
を
保
て
る
唯
一
な
場
で
あ
る
と
い
う
構
想
は
、「
富
」
と
「
学
問
」
の
関
係
に
お

い
て
乖
離
を
孕
ん
で
い
た
た
め
、
慶
應
義
塾
の
学
者
が
経
済
活
動
を
通
し
て
富
ま
で
を
生
産
す
る
こ
と
は
相
当
な
「
勇
気
」
が
必
要
な
作

業
で
あ
っ
た
。
中
産
層
養
成
の
場
で
あ
る
慶
應
義
塾
が
、
単
独
で
福
沢
が
構
想
す
る
中
産
層
を
育
成
す
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
た
め
、
福

沢
は
地
方
に
お
け
る
慶
應
義
塾
系
私
学
校
の
設
立
、
及
び
商
工
業
へ
の
関
心
と
提
言
を
寄
せ
る
こ
と
で
、
中
産
層
の
気
風
を
普
及
し
よ
う

と
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
福
沢
の
構
想
は
「
富
」
と
「
学
問
」
の
同
時
追
求
と
い
う
高
い
水
準
の
行
動
規
範
を
要
求
し
て
い
た
が
、
社
会

の
中
で
の
中
間
層
の
存
在
と
役
割
に
早
く
か
ら
着
目
し
て
い
た
点
か
ら
、
西
洋
近
代
思
想
導
入
に
お
い
て
先
駆
的
な
役
割
を
果
た
し
た
と
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言
え
る
。
ま
た
、
明
治
維
新
と
い
う
新
時
代
に
お
い
て
四
民
平
等
を
唱
え
た
福
沢
が
、
既
存
の
財
産
や
名
望
と
い
っ
た
旧
身
分
制
度
の
名

残
を
利
用
し
て
中
産
層
構
想
の
実
現
を
図
っ
た
こ
と
は
、
彼
の
中
産
層
育
成
構
想
の
限
界
と
も
言
え
る
と
共
に
、
西
洋
と
は
違
っ
て
、
人

工
的
に
知
識
と
財
産
を
同
時
に
持
つ
中
産
層
を
育
成
し
よ
う
と
す
る
福
沢
の
試
み
が
ど
れ
だ
け
難
し
か
っ
た
か
を
表
す
証
拠
と
も
言
え
る
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
、
福
沢
が
唱
え
た
中
産
層
育
成
構
想
と
実
際
の
成
果
と
の
因
果
関
係
を
究
明
す
る
こ
と
は
、
さ
ら
な
る
研
究
が
必

要
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
福
沢
の
中
産
層
構
想
に
実
際
の
慶
應
義
塾
出
身
の
企
業
家
た
ち
、
或
は
地
方
の
私
学
校
設
立
者
た
ち
が

ど
れ
ほ
ど
そ
れ
に
共
感
し
、
実
際
の
経
済
・
教
育
活
動
に
そ
の
意
思
が
反
映
さ
れ
た
か
を
分
析
す
る
こ
と
は
さ
ら
な
る
研
究
を
要
す
る
作

業
で
あ
る
。
ま
た
、
後
の
時
代
に
見
ら
れ
る
福
沢
の
「
官
民
調
和
」
論
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
さ
ら
な
る
研
究
の
必
要
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
民
が
選
挙
を
通
じ
て
官
を
構
成
す
る
、
と
い
う
福
沢
の
政
治
構
想
に
お
い
て
、
中
産
層
は
ど
ん
な
役
割
を
果
た
す
べ
き
だ
と
考

え
ら
れ
て
い
た
の
か
は
、
福
沢
に
お
け
る
中
産
層
研
究
と
し
て
ま
た
興
味
深
い
課
題
と
考
え
ら
れ
る
。

（
1
）  

志
村
洋
・
吉
田
伸
之
編
『
近
世
の
地
域
と
中
間
権
力
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）
参
照
。

（
2
）  

福
沢
の
中
産
層
構
想
に
つ
い
て
は
、
石
井
寿
美
世
「
福
沢
諭
吉
に
お
け
る
「
ミ
ッ
ヅ
ル
カ
ラ
ッ
ス
」
と
地
方
富
豪
」（『
福
沢
諭
吉
年
鑑
』
第
三

七
巻
、
二
〇
一
〇
年
）（
以
下
「
ミ
ッ
ヅ
ル
カ
ラ
ッ
ス
」）
の
研
究
が
存
在
す
る
。
こ
れ
は
主
に
中
産
層
の
経
済
的
役
割
に
焦
点
を
当
て
た
研
究
で
、

「
ミ
ッ
ヅ
ル
カ
ラ
ッ
ス
」
論
の
検
討
と
共
に
地
方
富
豪
と
の
関
連
性
が
中
心
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
3
）  

丸
山
眞
男
著
、
松
沢
弘
陽
編
『
福
沢
諭
吉
の
哲
学
：
他
六
篇
』（
岩
波
文
庫
、
二
〇
〇
一
年
）、
一
三
頁
。

（
4
）  

慶
應
義
塾
編
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
三
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
九
年
）、
六
〇
‐
六
一
頁
。

（
5
）  

前
掲
「
ミ
ッ
ヅ
ル
カ
ラ
ッ
ス
」、
五
六
頁
。

（
6
）  

慶
應
義
塾
編
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
四
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
九
年
）、
一
五
二
頁
。

（
7
）  

猪
木
武
徳
『
自
由
の
条
件
：
ス
ミ
ス
・
ト
ク
ヴ
ィ
ル
・
福
沢
諭
吉
の
思
想
的
系
譜
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
六
年
）、
八
四
‐
八
五
頁
。

（
8
）  

松
沢
弘
陽
「
社
会
契
約
か
ら
文
明
史
へ
」（『
福
沢
諭
吉
年
鑑
』
第
一
八
巻
、
一
九
九
一
年
）、
一
九
二
頁
。
松
沢
に
よ
る
と
、
福
沢
が
ト
ク

ヴ
ィ
ル
の
『
ア
メ
リ
カ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』
一
巻
を
読
ん
だ
の
は
一
八
七
七
年
六
月
二
四
日
か
ら
七
月
二
五
日
ま
で
で
、
ま
た
一
八
七
七
年
七
月
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以
降
、
二
巻
の
は
じ
め
の
若
干
章
を
読
ん
だ
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
9
）  

慶
應
義
塾
編
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
一
巻
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
年
）、
一
二
‐
一
四
頁
。

（
10
）  

慶
應
義
塾
編
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
二
〇
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年
）、
七
‐
一
一
頁
。

（
11
）  
前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
一
巻
、
六
四
‐
六
六
頁
。

（
12
）  
慶
應
義
塾
編
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
一
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
九
年
）、
四
四
三
頁
。

（
13
）  Burton, John H

ill, Political Econom
y, for U

se in Schools, and for Private Instruction, Edinburgh: W
illiam

 and Robert Cham
-

bers, 1852 （
以
下Political Econom

y

）.

（
14
）  Ibid., p. 86.

（
15
）  Ibid., p. 43.

（
16
）  

前
掲
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
一
巻
、
五
六
一
頁
。

（
17
）  

前
掲
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
一
巻
、
五
七
八
頁
。

（
18
）  

前
掲
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
一
巻
、
五
八
〇
頁
。

（
19
）  

全
一
六
巻
の
百
科
事
典
で
、
一
九
六
二
年
欧
米
使
節
団
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
訪
問
し
た
際
買
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
福
沢
は
こ
の
百
科

事
典
を
愛
用
し
、『
西
洋
事
情
』
の
史
記
編
、『
万
国
窮
理
図
解
』
等
多
く
の
初
期
著
作
に
こ
の
事
典
を
用
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
詳
し
く
は
太

田
臨
一
郎
「
福
沢
諭
吉
著
訳
書
の
原
拠
本
に
つ
い
て
」（『
福
沢
諭
吉
年
鑑
』
第
三
巻
、
一
九
七
六
年
）
を
参
照
。

（
20
）  Edited by Ripley, G
eorge and D

ana, Charles A., The new A
m
erican cyclopaedia: a Popular D

ictionary of G
eneral Knowledge 

vol 1 -16., N
ew
 York: D. Appleton, 1859 -1867. Vol 7, p. 669.

（
21
）  Ibid., p. 673.

（
22
）  Ibid..

（
23
）  

前
掲
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
一
巻
、
四
〇
〇
頁
。

（
24
）  

前
掲
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
一
巻
、
四
〇
八
頁
。

（
25
）  

本
稿
で
用
い
た
本
はBuckle, H

enry Thom
as, H

istory of Civilization in England Volum
e 1, London: G

rant Richards, 1857

で
あ

る
。

（
26
）  

原
文
は
「M

ental Law
s are either M

oral or Intellectual Com
parison of M

oral and Intellectual Law
s, and Inquiry into the  
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Effect produced by each on the Progress of Society.

」

（
27
）  Ibid., p. 162.

（
28
）  

詳
し
く
は
安
西
敏
三
『
福
沢
諭
吉
と
西
欧
思
想
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
九
五
年
）、
ⅵ
及
び
一
六
四
‐
一
六
九
頁
を
参
照
。

（
29
）  
福
沢
が
幕
府
と
決
別
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
例
え
ば
ひ
ろ
た
ま
さ
き
は
「
幕
府
を
倒
し
た
維
新
政
権
が
文
明
開
化
の
最
大
の
敵
と
目
し
て
き
た

攘
夷
派
で
あ
っ
た
」
点
を
、
北
岡
伸
一
は
「
第
二
次
長
州
征
伐
の
屈
辱
的
失
敗
以
降
、
福
沢
は
幕
府
に
ほ
と
ん
ど
希
望
を
持
て
な
く
な
っ
た
」
点

を
挙
げ
て
い
る
。
ひ
ろ
た
ま
さ
き
『
福
沢
諭
吉
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
年
）
第
五
章
、
北
岡
伸
一
『
独
立
自
尊

―
福
沢
諭
吉
の
挑
戦
』（
中

公
文
庫
、
二
〇
一
一
年
）
第
五
章
を
参
照
。
福
沢
の
幕
臣
時
期
に
つ
い
て
重
点
的
に
取
り
扱
っ
た
研
究
は
中
島
岑
夫
『
幕
臣
福
沢
諭
吉
』（
テ
ィ

ビ
ー
エ
ス
・
ブ
リ
タ
ニ
カ
、
一
九
九
一
年
）
を
参
照
。

（
30
）  

小
室
正
紀
編
著
『
近
代
日
本
と
福
沢
諭
吉
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
三
年
）、
三
一
頁
。

（
31
）  

前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
一
巻
、
一
三
三
頁
。

（
32
）  

前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
一
巻
、
八
二
頁
。

（
33
）  

ひ
ろ
た
ま
さ
き
『
福
沢
諭
吉
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
年
）、
九
六
頁
。

（
34
）  

前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
一
巻
、
九
三
頁
。

（
35
）  

前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
一
巻
、
三
七
七
頁
。

（
36
）  

前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
一
巻
、
一
〇
〇
‐
一
〇
二
頁
。

（
37
）  

前
掲
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
三
巻
、
六
一
頁
。 

（
38
）  

前
掲
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
三
巻
、
六
一
頁
。

（
39
）  

前
掲
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
三
巻
、
五
七
頁
。

（
40
）  

福
沢
に
お
け
る
「
公
」
と
「
私
」
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
松
田
宏
一
郎
の
研
究
（
松
田
宏
一
郎
「
福
沢
諭
吉
と
「
公
」・「
私
」・「
分
」
の
再
発

見
」『
立
教
法
学
』
第
四
三
号
、
一
九
九
六
年
）
を
参
照
。

（
41
）  

佐
々
木
潤
之
介
『
江
戸
時
代
論
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
五
年
）
一
一
頁
。

（
42
）  

前
掲
『
近
世
の
地
域
と
中
間
権
力
』
参
照
。

（
43
）  

前
掲
『
近
世
の
地
域
と
中
間
権
力
』
ⅱ
頁
。

（
44
）  

前
掲
『
自
由
の
条
件
』、
八
六
頁
。
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（
45
）  

前
掲
「
ミ
ッ
ヅ
ル
カ
ラ
ッ
ス
」、
五
五
頁
。

（
46
）  

慶
應
義
塾
編
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
一
九
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年
）、
三
七
二
頁
。

（
47
）  

前
掲
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
一
巻
、
三
〇
二
‐
三
〇
三
頁
。

（
48
）  
慶
應
義
塾
編
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
四
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
〇
年
）、
二
一
八
頁
。

（
49
）  
例
え
ば
フ
ラ
ン
ス
の
場
合
大
学
は
四
年
制
で
、
二
年
間
在
学
後
、
学
士
学
位
を
と
る
た
め
今
ま
で
学
ん
だ
こ
と
を
再
学
習
す
る
か
否
か
を
決
め
、

三
年
半
の
勉
強
の
後
、
卒
業
試
験
を
受
け
て
合
格
す
る
と
学
士
学
位
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
後
さ
ら
に
三
年
半
間
学
ん
で
修
士
学
位
試
験

を
受
け
、
さ
ら
に
そ
の
後
学
問
を
続
け
て
博
士
学
位
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。（The new A

m
erican cyclopaedia: Vol 15, p. 837.

）

（
50
）  

前
掲
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
一
巻
、
三
〇
三
頁
。

（
51
）  

前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
一
巻
、
二
六
七
頁
。

（
52
）  

前
掲
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
三
巻
、
三
〇
頁
。

（
53
）  

前
掲
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
三
巻
、
六
一
‐
六
二
頁
。

（
54
）  

前
掲
「
ミ
ッ
ヅ
ル
カ
ラ
ッ
ス
」、
五
八
頁
。

（
55
）  

前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
一
巻
、
三
九
二
頁
の
「
福
沢
と
摂
州
三
田
藩
」
を
参
照
。

（
56
）  

前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
一
巻
、
一
八
三
‐
一
八
四
頁
。

（
57
）  

前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
一
巻
、
二
一
五
‐
二
一
六
頁
。

（
58
）  

小
川
原
正
道
『
福
沢
諭
吉
の
政
治
思
想
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
）、
一
三
九
頁
。
中
津
市
学
校
の
設
立
を
巡
っ
て
は
前
掲

『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
一
巻
三
九
六
頁
の
「
中
津
市
学
校
の
設
立
」
及
び
西
沢
直
子
「
中
津
市
学
校
に
関
す
る
考
察
」（『
近
代
日
本
研
究
』
第

一
六
巻
、
二
〇
〇
〇
年
）
を
参
照
。

（
59
）  

前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
一
巻
、
二
八
七
頁
。

（
60
）  

前
掲
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
二
〇
巻
、
一
二
三
‐
一
二
五
頁
。

（
61
）  

前
掲
『
福
沢
諭
吉
の
政
治
思
想
』、
一
四
一
頁
。

（
62
）  

前
掲
『
福
沢
諭
吉
の
政
治
思
想
』、
一
四
二
‐
一
四
四
頁
。
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姜
　
兌

（
カ
ン
　
テ
ユ
ン
）

所
属
・
現
職
　
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程

最
終
学
歴
　
　
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
前
期
博
士
課
程

専
攻
領
域
　
　
日
本
政
治
思
想
史

所
属
学
会
　
　
日
本
政
治
学
会
、
日
本
法
政
学
会

主
要
著
作
　
　 「
初
期
福
沢
諭
吉
の
人
種
観

―
Ｓ
．
Ａ
．
ミ
ッ
チ
ェ
ル
問
題

―
」『
法
学
政
治
学

論
究
』
第
一
一
四
号
（
二
〇
一
七
年
）

　
　
　
　
　
　 「
初
期
福
沢
諭
吉
の
人
間
観

―
権
利
、
義
務
、
労
働

―
」『
法
学
政
治
学
論
究
』

第
一
一
六
号
（
二
〇
一
八
年
）


